Confidential

Nikon Corporation

デジタルカメラＤ3
USB Mass Storageクラス仕様書
Ｒｅｖ．１．００
株式会社ニコン
映像カンパニー開発統括部
第１開発部

目次

41.
概要


41.1.
適用


41.2.
PCモード


41.3.
CFカードのアクセス


41.4.
半押しタイマの延長


41.5.
CA状態の通知


51.6.
ユニットアテンション状態


51.7.
イジェクト待ち状態


51.8.
バッテリ空状態の動作


62.
デバイスリクエスト


62.1.
スタンダードデバイスリクエスト


62.2.
クラススペシフィックリクエスト


72.2.1.
Bulk-Only Mass Storage Resetリクエスト


72.2.2.
Get Max LUNリクエスト


83.
ディスクリプタ


83.1.
スタンダードディスクリプタ


83.1.1.
Deviceディスクリプタ


83.1.1.1.
HIGH-SPEEDの場合


83.1.1.2.
FULL-SPEEDの場合


93.1.2.
Device_Qualifierディスクリプタ


93.1.3.
Configurationディスクリプタ


103.1.4.
Other_Speed_Configurationディスクリプタ


103.1.5.
Interfaceディスクリプタ


103.1.6.
Endpointディスクリプタ


103.1.6.1.
Bulk-Outエンドポイント


103.1.6.1.1.
HIGH-SPEEDの場合


113.1.6.1.2.
FULL-SPEEDの場合


113.1.6.2.
Bulk-Inエンドポイント


113.1.6.2.1.
HIGH-SPEEDの場合


123.1.6.2.2.
FULL-SPEEDの場合


123.1.7.
Stringディスクリプタ


123.1.7.1.
Index1(iManufacture)


123.1.7.2.
Index2(iProduct)


133.1.7.3.
Index3(iSerialNumber)


133.2.
クラススペシフィックディスクリプタ


144.
プロトコル


144.1.
コマンドブロックラッパー（CBW）


154.2.
コマンドステータスラッパー（CSW）


154.3.
リセットリカバリー


164.4.
エラー処理


164.4.1.
リセット発生


164.4.2.
CBW受信失敗


164.4.3.
CBW無効


164.4.4.
コマンド実行エラー


175.
コマンド


175.1.
スタンダードコマンド


175.1.1.
FORMAT UNITコマンド


185.1.2.
INQUIRYコマンド


195.1.3.
MODE SELECT(6)、MODE SELECT(10)コマンド


205.1.4.
MODE SENSE(6)、MODE SENSE(10)コマンド


215.1.5.
MODEパラメータ


215.1.5.1.
MODEパラメータヘッダ


225.1.5.2.
MODEパラメータブロック記述子


225.1.5.3.
Read-Write Error Recoveryページ


225.1.6.
PREVENT–ALLOW MEDIUM REMOVALコマンド


235.1.7.
READ(10)、READ(12)コマンド


245.1.8.
READ CAPACITYコマンド


255.1.9.
REQUEST SENSEコマンド


275.1.10.
START STOP UNITコマンド


275.1.11.
TEST UNIT READYコマンド


285.1.12.
VERIFYコマンド


295.1.13.
WRITE(10)、WRITE(12)コマンド


305.1.14.
WRITE AND VERIFYコマンド




1. 概要

1.1. 適用

本仕様書はデジタルカメラD3（以下カメラと略す）のUSB Mass Storage クラスとしての動作を記述したものである。

カメラでのUSB設定が「Mass Storage」とされている場合にのみカメラは本仕様書に準ずるものとする。USBの設定が「PTP」となっていた場合には、別紙「D3 USB Still Image Capture Device Picture Transfer Protocol(PTP)仕様」を参照の事。

· カメラは以下のUSB関連仕様に準拠する。各仕様の詳細については関連仕様書を参照のこと。

	項目
	内容

	USB仕様
	Revision2.0

	クラス
	Mass Storage

	サブクラス
	SCSIトランスペアレントコマンドセット

	プロトコル
	Bulk-Onlyトランスポート


1.2. PCモード

カメラでのUSB設定が「Mass Storage」である時にPCに接続されると、PC接続モードに切り換わる。カメラはPCホストモードとして接続され、PCからは大容量記憶装置デバイスとして認識される。この状態でのカメラ本体、PCからの撮影動作を行うことは出来ない。

1.3. CFカードのアクセス

USB接続中、CFカードの抜き差し、有無、容量、種別の検知はカメラでおこなう。

但し、CFカードはホストのファイルシステムにマウントされる。そのためカメラ内のファイルシステムを使用してCFカードのアクセスはできない。

またCFカードのフォーマットはRead、Writeコマンドを使用してCFカードのシステム領域を書きかえることによりおこなわれる。Formatコマンドによる物理フォーマットはサポートしない。

1.4. 半押しタイマの延長

USB接続中、カメラは半押しタイマ無限にする。

1.5. CA状態の通知

カメラのコマンドセットはSCSIだが、Bulk-Onlyプロトコルでは、CHECK CONDITIONステータス等のSCSIステータスの転送機能がない。そのためCA状態の通知は、CSW（コマンドステータスラッパー）のbCSWStatusを01h[Command Failed]にすることでおこなう。bCSWStatusが01hの場合、ホストはRequest Senseコマンドを発行してセンスデータを取得することを推奨する。

1.6. ユニットアテンション状態

カメラはCFカードが交換された場合ユニットアテンション状態を発生する。

また、ユニットアテンション状態発生後最初のコマンドがTest Unit Readyの場合、センスデータをUnit AttentionではなくNot Readyとしてユニットアテンション状態をクリアする。（センスデータとしてUnit Attentionを返送するとカードの再認識が極端に遅くなるOSがあるため）

1.7. イジェクト待ち状態

Start Stop Unitコマンドによりホストからイジェクトを指示された場合、カードが挿入されていても「カード無し」として動作する。この状態はカード再挿入またはバスリセットにより解除される。

1.8. バッテリ空状態の動作

バッテリ動作時、バッテリチェックレバルが「動作不可」の場合、カードが挿入されていても「カード無し」として動作する。

ただし、バッテリチェックレベルをリアルタイムで参照せずに、Test Unit Readyコマンド受信時にバッテリチェックレベルを保存し、それを判定に使用する。（ファイル操作中にバッテリチェックレベルが動作不可に変化した場合にファイルが異常になるのを防止するため）

2. デバイスリクエスト

2.1. スタンダードデバイスリクエスト

カメラはスタンダードデバイスリクエストに以下のように応答する。

	リクエスト
	wIndex

	
	Dataステージ
	Statusステージ

	Get Status
	Device
	現在のデバイスの電源およびREMOTE_WAKEUP機能の有効/無効を返送
	NULLデータ受信

	
	Endpoint:サポートしているEndpoint番号
	現在のENDPOINT_STALLの状態を返送
	NULLデータ受信

	
	Endpoint:サポートしていないEndpoint番号
	STALL応答
	－

	Clear Feature
	Device:DEVICE_REMOTE_WAKEUP
	－
	NULLデータ返送

	
	Endpoint:END_POINT_HALT

サポートしているEndpoint番号
	－
	NULLデータ返送

	
	Endpoint:END_POINT_HALT

サポートしていないEndpoint番号
	－
	STALL応答

	Set Feature
	Device:DEVICE_REMOTE_WAKEUP
	－
	NULLデータ返送

	
	Endpoint:END_POINT_HALT

サポートしているEndpoint番号
	
	NULLデータ返送

	
	Endpoint:END_POINT_HALT

サポートしていないEndpoint番号
	
	STALL応答

	Set Address
	－
	NULLデータ転送

	Get Descriptor
	指定されたDesctiptorを返送
	NULLデータ受信

	Set Descriptor
	STALL応答
	－

	Get Configurtion
	現在のConfiguration値を返送
	NULLデータ返送

	Set Configuration
	サポートしているConfiguration番号
	－
	NULLデータ返送

	
	サポートしていないConfiguration番号
	－
	STALL応答

	Set Interface
	サポートしているInterface番号およびAlternate番号
	－
	NULLデータ返送

	
	サポートしていないInterface番号およびAlternate番号
	－
	STALL応答

	Get Interface
	サポートしているInterface番号
	現在のAlternate値を返送
	NULLデータ返送

	
	サポートしていないInterface番号
	STALL応答
	－

	Synch Frame
	STALL応答
	－


2.2. クラススペシフィックリクエスト

カメラは以下のクラススペシフィックリクエストに対応する。

2.2.1. Bulk-Only Mass Storage Resetリクエスト

このリクエストはマスストレージデバイスと関連インターフェースをリセットするのに使用される。（Reset Recovery処理）このリクエストはカメラにホストからの次のCBWの受信の準備をさせる。

	bmRequestType
	bRequest
	wValue
	wIndex
	wLength
	Data

	00100001b
	11111111b
	0000h
	0000h
	0
	無し


2.2.2. Get Max LUNリクエスト

このリクエストはデバイスがサポートするロジカルユニットの数を取得するために使用される。カメラはLUN=0 (メインスロット) とLUN=1 (サブスロット) をサポートするのでData = 1をつねに返す。

	bmRequestType
	bRequest
	wValue
	wIndex
	wLength
	Data

	10100001b
	11111110b
	0000h
	0000h
	1
	01h


3. ディスクリプタ

3.1. スタンダードディスクリプタ

カメラは以下のスタンダードディスクリプタを持つ。

3.1.1. Deviceディスクリプタ

3.1.1.1. HIGH-SPEEDの場合

	Offset
	Field
	Size
	Value
	Description

	0
	bLength
	1
	12h
	このディスクリプタのサイズ

	1
	bDescriptorType
	1
	01h
	ディスクリプタの種類

(01h→Deviceディスクリプタ)

	2
	bcdUSB
	2
	0200h
	USB仕様番号

(0200h→Revision2.00)

	4
	bDeviceClass
	1
	00h
	クラスはInterfaceディスクリプタで指定される 

	5
	bDeviceSubClass
	1
	00h
	サブクラスはInterfaceディスクリプタで指定される

	6
	bDeviceProtocol
	1
	00h
	プロトコルはInterfaceディスクリプタで指定される

	7
	bMaxPacketSize0
	1
	40h
	エンドポイント0の最大パケットサイズ

	8
	idVendor
	2
	04B0h
	Vendor ID(“NIKON”)

	10
	idProduct
	2
	041Bh
	Product ID

	12
	bcdDevice
	2
	0100h
	デバイスリリース番号

(0100h → 1.00)

	14
	iManufacture
	1
	01h
	製造者名を記述するStringディスクリプタのインデックス

	15
	iProduct
	1
	02h
	製品名を記述するStringディスクリプタのインデックス

	16
	iSerialNumber
	1
	03h
	シリアル番号を記述するStringディスクリプタのインデックス

	17
	bNumConfigurations
	1
	01h
	コンフィグレーションの数


3.1.1.2. FULL-SPEEDの場合

	Offset
	Field
	Size
	Value
	Description

	0
	bLength
	1
	12h
	このディスクリプタのサイズ

	1
	bDescriptorType
	1
	01h
	ディスクリプタの種類

(01h→Deviceディスクリプタ)

	2
	bcdUSB
	2
	0110h
	USB仕様番号

(0110h→Revision1.10)

	4
	bDeviceClass
	1
	00h
	クラスはInterfaceディスクリプタで指定される 

	5
	bDeviceSubClass
	1
	00h
	サブクラスはInterfaceディスクリプタで指定される

	6
	bDeviceProtocol
	1
	00h
	プロトコルはInterfaceディスクリプタで指定される

	7
	bMaxPacketSize0
	1
	40h
	エンドポイント0の最大パケットサイズ

	8
	idVendor
	2
	04B0h
	Vendor ID(“NIKON”)

	10
	idProduct
	2
	041Bh
	Product ID

	12
	bcdDevice
	2
	0100h
	デバイスリリース番号

(0100h → 1.00)

	14
	iManufacture
	1
	01h
	製造者名を記述するStringディスクリプタのインデックス

	15
	iProduct
	1
	02h
	製品名を記述するStringディスクリプタのインデックス

	16
	iSerialNumber
	1
	03h
	シリアル番号を記述するStringディスクリプタのインデックス

	17
	bNumConfigurations
	1
	01h
	コンフィグレーションの数


3.1.2. Device_Qualifierディスクリプタ

	Offset
	Field
	Size
	Value
	Description

	0
	bLength
	1
	0Ah
	このディスクリプタのサイズ

	1
	bDescriptorType
	1
	06h
	ディスクリプタの種類

(06h→Device_Qualifierディスクリプタ)

	2
	bcdUSB
	2
	0200h
	USB仕様番号

(0200h→Revision2.0)

	4
	bDeviceClass
	1
	00h
	クラスはInterfaceディスクリプタで指定される 

	5
	bDeviceSubClass
	1
	00h
	サブクラスはInterfaceディスクリプタで指定される

	6
	bDeviceProtocol
	1
	00h
	プロトコルはInterfaceディスクリプタで指定される

	7
	bMaxPacketSize0
	1
	40h
	エンドポイント0の最大パケットサイズ

	8
	bNumComfigurations
	1
	01h
	USB2.0以外のConfigurationの数

	10
	bReserved
	1
	00h
	Reserved


3.1.3. Configurationディスクリプタ

	Offset
	Field
	Size
	Value
	Description

	0
	bLength
	1
	09h
	このディスクリプタのサイズ

	1
	bDescriptorType
	1
	02h
	ディスクリプタの種類

(02h→Configurationディスクリプタ)

	2
	wTotalLength
	2
	0020h
	このコンフィグレーションのために返されるデータの合計サイズ。全てのディスクリプタ（Configuration、Interface、Endpoint、クラススペシフィック）を含む。

	4
	bNumInterfaces
	1
	01h
	インターフェースの数 

	5
	bConfiguration Value
	1
	01h
	SetConfigurationリクエストでこのコンフィグレーションを選択するための引数として使用される値

	6
	iConfiguration
	1
	00h
	このコンフィグレーションを記述するSTRINGディスクリプタのインデックス

	7
	bmAttributes
	1
	C0h
	コンフィグレーション特性

bit7:   予約(1をセットすること)

bit6:   Self-powered

bit5:   Remote Wakeup

bit4…0:予約(0をセットすること)

	8
	MaxPower
	1
	01h
	2mA。バスからUSBデバイスへ供給される最大消費電流。2mA単位（50→100mA）


3.1.4. Other_Speed_Configurationディスクリプタ

	Offset
	Field
	Size
	Value
	Description

	0
	bLength
	1
	09h
	このディスクリプタのサイズ

	1
	bDescriptorType
	1
	07h
	ディスクリプタの種類

(07h→OtherSpeedConfigurationディスクリプタ)

	2
	wTotalLength
	2
	0027h
	このコンフィグレーションのために返されるデータの合計サイズ。全てのディスクリプタ（Configuration、Interface、Endpoint、クラススペシフィック）を含む。

	4
	bNumInterfaces
	1
	01h
	インターフェースの数 

	5
	bConfiguration Value
	1
	01h
	SetConfigurationリクエストでこのコンフィグレーションを選択するための引数として使用される値

	6
	iConfiguration
	1
	00h
	このコンフィグレーションを記述するSTRINGディスクリプタのインデックス

	7
	bmAttributes
	1
	C0h
	コンフィグレーション特性

bit7:   予約(1をセットすること)

bit6:   Self-powered

bit5:   Remote Wakeup

bit4…0:予約(0をセットすること)

	8
	MaxPower
	1
	01h
	2mA。バスからUSBデバイスへ供給される最大消費電流。2mA単位（50→100mA）


3.1.5. Interfaceディスクリプタ

	Offset
	Field
	Size
	Value
	Description

	0
	bLength
	1
	09h
	このディスクリプタのサイズ

	1
	bDescriptorType
	1
	04h
	ディスクリプタの種類

(04h→Interfaceディスクリプタ)

	2
	bInterfaceNumber
	1
	00h
	インターフェース番号、0基準

	3
	bAlternatingSetting
	1
	00h
	インターフェースの選択に使用される値 

	4
	bNumEndpoints
	1
	02h
	エンドポイントの数

	5
	bInterfaceClass
	1
	08h
	クラスコード

(08→Mass Storage)

	6
	bInterfaceSubClass
	1
	06h
	サブクラスコード

(06→SCSI Transparent)

	7
	bInterfaceProtocol
	1
	50h
	プロトコル

(50h→Bulk-Only Transport)

	8
	iInterface
	1
	00h
	このインターフェースを記述するStringディスクリプタのインデックス


3.1.6. Endpointディスクリプタ

3.1.6.1. Bulk-Outエンドポイント

3.1.6.1.1. HIGH-SPEEDの場合

	Offset
	Field
	Size
	Value
	Description

	0
	bLength
	1
	07h
	このディスクリプタのサイズ(Byte)

	1
	bDescriptorType
	1
	05h
	ディスクリプタの種類

(05h→Endpointディスクリプタ)

	2
	bEndpointAddress
	1
	01h
	エンドポイントのアドレス

bit7:    転送方向

(0→OUT、1→IN)

bit6…4: 予約(0にすること)

bit3…0: エンドポイント番号

	3
	bmAttributes
	1
	02h
	エンドポイントの属性

bit1…0: 転送タイプ

        00 = Control

        01 = Isochronous

        10 = Bulk

        11 = Interrupt

	4
	wMaxPacketSize
	2
	0200h
	このエンドポイントの最大パケットサイズ

(200h→512Byte)

	6
	bInterval
	1
	00h
	ポーリング周期、Bulk、Controlエンドポイントの場合無効


3.1.6.1.2. FULL-SPEEDの場合

	Offset
	Field
	Size
	Value
	Description

	0
	bLength
	1
	07h
	このディスクリプタのサイズ(Byte)

	1
	bDescriptorType
	1
	05h
	ディスクリプタの種類

(05h→Endpointディスクリプタ)

	2
	bEndpointAddress
	1
	01h
	エンドポイントのアドレス

bit7:    転送方向

(0→OUT、1→IN)

bit6…4: 予約(0にすること)

bit3…0: エンドポイント番号

	3
	bmAttributes
	1
	02h
	エンドポイントの属性

bit1…0: 転送タイプ

        00 = Control

        01 = Isochronous

        10 = Bulk

        11 = Interrupt

	4
	wMaxPacketSize
	2
	0040h
	このエンドポイントの最大パケットサイズ

(40h→64Byte)

	6
	bInterval
	1
	00h
	ポーリング周期、Bulk、Controlエンドポイントの場合無効


3.1.6.2. Bulk-Inエンドポイント

3.1.6.2.1. HIGH-SPEEDの場合

	Offset
	Field
	Size
	Value
	Description

	0
	bLength
	1
	07h
	このディスクリプタのサイズ(Byte)

	1
	bDescriptorType
	1
	05h
	ディスクリプタの種類

(05h→Endpointディスクリプタ)

	2
	bEndpointAddress
	1
	82h
	エンドポイントのアドレス

bit7:    転送方向

(0→OUT、1→IN)

bit6…4: 予約(0にすること)

bit3…0: エンドポイント番号

	3
	bmAttributes
	1
	02h
	エンドポイントの属性

bit1…0: 転送タイプ

        00 = Control

        01 = Isochronous

        10 = Bulk

        11 = Interrupt

	4
	wMaxPacketSize
	2
	0200h
	このエンドポイントの最大パケットサイズ

(200h→512Byte)

	6
	bInterval
	1
	00h
	ポーリング周期、Bulk、Controlエンドポイントの場合無効


3.1.6.2.2. FULL-SPEEDの場合

	Offset
	Field
	Size
	Value
	Description

	0
	bLength
	1
	07h
	このディスクリプタのサイズ(Byte)

	1
	bDescriptorType
	1
	05h
	ディスクリプタの種類

(05h→Endpointディスクリプタ)

	2
	bEndpointAddress
	1
	82h
	エンドポイントのアドレス

bit7:    転送方向

(0→OUT、1→IN)

bit6…4: 予約(0にすること)

bit3…0: エンドポイント番号

	3
	bmAttributes
	1
	02h
	エンドポイントの属性

bit1…0: 転送タイプ

        00 = Control

        01 = Isochronous

        10 = Bulk

        11 = Interrupt

	4
	wMaxPacketSize
	2
	0040h
	このエンドポイントの最大パケットサイズ

(40h→64Byte)

	6
	bInterval
	1
	00h
	ポーリング周期、Bulk、Controlエンドポイントの場合無効


3.1.7. Stringディスクリプタ

3.1.7.1. Index1(iManufacture)

	Offset
	Field
	Size
	Value
	Description

	0
	bLength
	1
	0Ch
	このディスクリプタのサイズ

	1
	bDescriptorType
	1
	03h
	ディスクリプタの種類

(03h→Stringディスクリプタ)

	2
	bString
	10
	4E00h

4900h

4B00h

4F00h

4E00h
	UNICODE文字列

(“NIKON”)


3.1.7.2. Index2(iProduct)

	Offset
	Field
	Size
	Value
	Description

	0
	bLength
	1
	1Ah
	このディスクリプタのサイズ

	1
	bDescriptorType
	1
	03h
	ディスクリプタの種類

(03h→Stringディスクリプタ)

	2
	bString
	24
	4E00h

4900h

4B00h

4F00h

4E00h

2000h

4400h

5300h

4300h

2000h

4400h
3300h
	UNICODE文字列

 “NIKON DSC D3”


3.1.7.3. Index3(iSerialNumber)
	Offset
	Field
	Size
	Value
	Description

	0
	bLength
	1
	1Ah
	このディスクリプタのサイズ

	1
	bDescriptorType
	1
	03h
	ディスクリプタの種類

(03h→Stringディスクリプタ)

	2
	bString
	24
	XX00h
XX00h
XX00h
XX00h
XX00h
XX00h
XX00h
XX00h
XX00h
XX00h
XX00h
XX00h
	UNICODE文字列

 “XXXXXXXXXXXX”


3.2. クラススペシフィックディスクリプタ

クラス特有のディスクリプタは存在しない。

4. プロトコル

カメラはBulk-Only Transportプロトコルをサポートする。Bulk-Onlyプロトコルでは、コマンド、データ、ステータスのやり取りを全てBulk転送でおこなう。

コマンドは、ホストがコマンドブロックラッパー（CBW）にコマンドを格納してデバイスへ送信（Bulk-Out転送）することで開始する。次に（データ転送が必要なコマンドの場合）Bulk転送でデータを送信または受信する。最後にデバイスがコマンドの実行ステータスをコマンドステータスラッパー（CSW）に格納してホストへ送信（Bulk-In転送）して終了する。

4.1. コマンドブロックラッパー（CBW）

CBWはパケット境界から始まり31Byte転送して終わる。続くデータとCSWは新しいパケット境界から始まる。CBWはLSBファースト（little Endian）の順で転送される。

	bit

Byte
	7
	6
	5
	4
	3
	2
	1
	0

	0-3
	dCBWSignature

	4-7
	dCBWTag

	8-11
	dCBWDataTransferLength

	12
	bmCBWFlags

	13
	Reserved(0)
	bCBWLUN

	14
	Reserved(0)
	bCBWCBLength

	15-30
	CBWCB


dCBWSignature:

CBW識別のためのシグネチャ。値は43425355h（リトルエンディアン）

dCBWTag:

ホストによってつけられるタグ。カメラは対応するCSWのdCSWTagフィールドでこのフィールドの値をエコーする。

dCBWDataTransferLength:

コマンドの実行の間にBulk-InまたはBulk-Outエンドポイントで転送されるデータのバイト数。このフィールドが0の場合、CBW転送とCSW転送の間のデータ転送はない。またこのフィールドが0の場合、カメラはbmCBWFlagsのDirectionビットを無視する。

bmCBWFlags:

Bit7
Direction(dCBWDataTransferLengthフィールドが0の場合無効)




0 = Data-Out（ホストからデバイス）




1 = Data-In（デバイスからホスト）

Bit6
廃止 – 0をセットすること

bit5…0
予約 – 0をセットすること

bCBWLUN:

コマンドを送るLUNを指定する。本カメラはLUN=0 (メインスロット) とLUN=1 (サブスロット) をサポートする。

bCBWCBLength:

CBWCBフィールドの有効長（コマンドブロックのバイト数）を指定する。有効な値は1～16。

本カメラの場合SCSIのコマンド（CDB）のバイト数である。

CBWCB:

デバイスにより実行されるコマンドブロック。デバイスはbCBWCBLengthフィールド指定のバイト数分がbInterfaceSubClassで指定されるコマンドセットで定義されるコマンドブロックとして解析する。

本カメラの場合SCSIのコマンド記述ブロックとして解析する。

4.2. コマンドステータスラッパー（CSW）

CSWはパケット境界から始まり31Byte転送して終わる。CSWはLSBファースト（little Endian）の順で転送される。

	bit

Byte
	7
	6
	5
	4
	3
	2
	1
	0

	0-3
	dCSWSignature

	4-7
	dCSWTag

	8-11
	dCSWDataResidue

	12
	bmCSWStatuss


dCSWSignature:

CBW識別のためのシグネチャ。値は53425355h（リトルエンディアン）

dCSWTag:

対応するCBWのdCBWTagフィールドの値をセットする。

dCSWDataResidue:

dCBWDataTransferLengthと実際に転送されたデータ数の差分をセットする。等しい場合は0をセットする。

bCSWStatus:

コマンドの実行結果を示す。


00h:
Command Passed



コマンドが正常に実行された。


01h:
Command Failed



コマンドの実行を失敗した。



（カメラはCA状態である）Request Senseコマンドでセンスデータを



取得すること。


02h:
Phase Error



プロトコルエラーが発生した。リセットリカバリーを実行すること。


03h-04h:
廃止


05h-FFh:予約

4.3. リセットリカバリー

リセットリカバリーのためホストは以下の順でリクエストを発行すること。

A) Bulk-Only Mass Storage Resetリクエスト

B) Bulk-InエンドポイントをHALTするためのClear Featureリクエスト

C) Bulk-OutエンドポイントをHALTするためのClear Featureリクエスト

4.4. エラー処理

4.4.1. リセット発生

以下を検出した場合、カメラはCBW受信状態に戻る。

・バスリセット

・リセットリカバリー（Bulk-Only Mass Storage Resetリクエスト受信）

4.4.2. CBW受信失敗

CBWの受信を失敗、かつリセットリカバリー、バスリセット未検出の場合、カメラはBulk-InエンドポイントとBulk-OutエンドポイントをStallしてCBW受信状態に戻る。

4.4.3. CBW無効

CBW受信成功後以下のエラーを検出、かつリセットリカバリー、バスリセット未検出の場合、カメラはBulkInエンドポイントとBulkOutエンドポイントをStallしてbCSWStatus = 02h（Phase Error）をセットしたCSWを返す。

· CBWで指定されたbmCBWFlags、dCBWDataTransferLengthとCBWCBの内容（転送方向、データ長等）が一致していない。

· 通信エラー

4.4.4. コマンド実行エラー

有効なCBW受信後、コマンド実行エラーを検出、かつリセットリカバリー、バスリセット未検出の場合、カメラはデータ転送予定のエンドポイントのみSTALLして（転送予定データが無い場合はエンドポイントをSTALLしない）、bCSWStatus = 01h（Command Failed）、dCSWDataResidueに転送予定データ数をセットしたCSWを返す。

具体的には、SCSIコマンドがCHECK CONDITIONステータスで終了した場合、コマンド実行エラーとする。

5. コマンド

カメラのマスストレージ機能に関するSCSIコマンドについて記述する。

カメラが対応するOperationCommandは以下の通り。

	OperationCode
	CommandName
	参照項

	0x04
	FORMAT UNIT
	5.1.1

	0x12
	INQUIRY
	5.1.2

	0x15
	MODE SELECT(6)
	5.1.3

	0x55
	MODE SELECT(10)
	5.1.3

	0x1A
	MODE SENSE(6)
	5.1.4

	0x5A
	MODE SENSE(10)
	5.1.4

	0x1E
	PREVENT-ALLOW MEDIUM REMOVAL
	5.1.6

	0x28
	READ(10)
	5.1.7

	0xA8
	READ(12)
	5.1.7

	0x25
	READ CAPACITY
	5.1.8

	0x03
	REQUEST SENSE
	5.1.9

	0x1B
	STATUS-STOP UNIT
	5.1.10

	0x00
	TEST UNIT READY
	5.1.11

	0x2F
	VERIFY
	5.1.12

	0x2A
	WRITE(10)
	5.1.13

	0xAA
	WRITE(12)
	5.1.13

	0x2E
	WRITE AND VERIFY
	5.1.14


5.1. スタンダードコマンド

5.1.1. FORMAT UNITコマンド

本コマンドは選択されたオプションにしたがって物理フォーマットをするために送信される。

カメラは実際には何も処理をおこなわなずにコマンドを終了する。

FORMAT UNIT Command

	bit

Byte
	７
	６
	５
	４
	３
	２
	１
	０

	０
	Operation Code(04h)

	１
	Logical Unit Number(0)
	FmtData(0)
	CmpList(0)
	Defect List Format

(0)

	２
	Vendor-specific(0)

	３
	Interleave(MSB) (0)

	４
	Interleave(LSB) (0)

	５
	Control(0)


本コマンドは以下の場合、CHECK CONDITIONステータスで終了する。

· Logical Unit Numberが0でない場合

センスキー

ILLEGAL REAUEST

追加センスコード
LOGICAL UNIT NOT SUPPORTED

· Logical Unit Number以外の0指定ビットが0でない場合

センスキー

ILLEGAL REQUEST

追加センスコード
INVALID FIELD IN CDB

· カード交換後のユニットアテンション状態時

センスキー

UNIT ATTENTION

追加センスコード
NOT READY TO READY TRANSITION MEDIA CHANGED

· カード初期化中

センスキー

NOT READY

追加センスコード
LOGICAL DRIVE NOT READY - BECOMING_READY

· カード無し、イジェクト待ち状態、バッテリ動作不可の場合

センスキー

NOT READY

追加センスコード
MEDIUM NOT PRESENT

5.1.2. INQUIRYコマンド

本コマンドは装置と論理ユニットに関する情報をイニシエータへ送る。

INQUIRY Command

	bit

Byte
	７
	６
	５
	４
	３
	２
	１
	０

	０
	Operation Code(12h)

	１
	Logical Unit Number(0)
	Reserved(0)
	EVPD

(0)

	２
	Page Code(0)

	３
	Reserved(0)

	４
	Allocation Length(0x24:データ長は36Byte)

	５
	Control(0)


INQUIRY Data Format

	bit

Byte
	７
	６
	５
	４
	３
	２
	１
	０

	０
	Peripheral Qualifier(0)
	Peripheral Device Type

(00h:Direct-access device)

	１
	RMB

(1:交換可能メディア)
	Device-Type Modifier(0)

	２
	ISO Version

(0:ISO適合不要)
	ECMA Version

(0:ECMA適合不要)
	ANSI-Approve Version

(2:SCSI2準拠)

	３
	AENC

(0)
	TrmIOP

(0)
	Reserved(0)
	Response Data Format

(2:Inquiry Data FormatはSCSI2準拠)

	４
	Additional Length(0x1F:追加データ長は31Byte)

	５-６
	Reserved(0)

	７
	RelAdr

(0)
	WBus32

(0)
	WBus16

(0)
	Sync

(0)
	Linked

(0)
	Reserved

(0)
	CmdQue

(0)
	SftRe

(0)

	８-15
	Vendor Information(“NIKON,0x20,0x20,0x20”)

	16-31
	Product Identification

(‘D’,’3’,0x20,0x20,….)

	32-35
	Product Revision Level(“X.XX”)


未処理のユニットアテンション状態を保持している状態で本コマンドを受信した場合ユニットアテンション状態をクリアせずにコマンドを実行する。

Allocation Lengthが36Byteより短い場合、要求された分のデータを返す。長い場合00hを付加して返す。

本コマンドは以下の場合、CHECK CONDITIONステータスで終了する。

· Logical Unit Numberが0でない場合

センスキー

ILLEGAL REAUEST

追加センスコード
LOGICAL UNIT NOT SUPPORTED

· Logical Unit Number以外の0指定ビットが0でない場合

センスキー

ILLEGAL REQUEST

追加センスコード
INVALID FIELD IN CDB

5.1.3. MODE SELECT(6)、MODE SELECT(10)コマンド

本コマンドは装置パラメータを指定する。

MODE SELECT(6) Command

	bit

Byte
	７
	６
	５
	４
	３
	２
	１
	０

	０
	Operation Code(15h)

	１
	Logical Unit Number(0)
	PF(1)
	Reserved
	SP(0)

	２
	Reserved(0)

	３
	Reserved(0)

	４
	Parameter List Length

	５
	Control(0)


MODE SELECT(10) Command

	bit

Byte
	７
	６
	５
	４
	３
	２
	１
	０

	０
	Operation Code(55h)

	１
	Logical Unit Number(0)
	PF(1)
	Reserved(0)
	SP(0)

	２
	Reserved(0)

	３
	Reserved(0)

	４
	Reserved(0)

	５
	Reserved(0)

	６
	Reserved(0)

	７
	(MSB)
	Parameter List Length
	(LSB)

	８
	
	
	

	９
	Control(0)


Parameter List Lengthが0の時、データが転送されないことを示す。この状態はエラーとみなさない。異常なモードパラメータが送信された場合、パラメータを変更せずにエラー終了する。

本コマンドは以下の場合、CHECK CONDITIONステータスで終了する。

· Logical Unit Numberが0でない場合

センスキー

ILLEGAL REAUEST

追加センスコード
LOGICAL UNIT NOT SUPPORTED

· Logical Unit Number以外の0指定ビットが0でないまたはPFビットが1でない場合

センスキー

ILLEGAL REQUEST

追加センスコード
INVALID FIELD IN CDB

· カード交換後のユニットアテンション状態時

センスキー

UNIT ATTENTION

追加センスコード
NOT READY TO READY TRANSITION MEDIA CHANGED

· 未対応のページを指定された場合

センスキー

ILLEGAL REQUEST

追加センスコード
INVALID FIELD IN PARAMETER LIST

· ページを切り捨てるようなサイズを指定された場合

センスキー

ILLEGAL REQUEST

追加センスコード
PARAMETER LIST LENGTH ERROR

5.1.4. MODE SENSE(6)、MODE SENSE(10)コマンド

本コマンドは装置パラメータを報告する。

MODE SENSE(6) Command

	bit

Byte
	７
	６
	５
	４
	３
	２
	１
	０

	０
	Operation Code(1Ah)

	１
	Logical Unit Number(0)
	Reservd

(0)
	DBD
	Reserved

(0)

	２
	PC
	Page Code

	３
	Reserved(0)

	４
	Parameter List Length

	５
	Control(0)


MODE SENSE(10) Command

	bit

Byte
	７
	６
	５
	４
	３
	２
	１
	０

	０
	Operation Code(5Ah)

	１
	Logical Unit Number(0)
	Reservd

(0)
	DBD
	Reserved

(0)

	２
	PC
	Page Code

	３
	Reserved(0)

	４
	Reserved(0)

	５
	Reserved(0)

	６
	Reserved(0)

	７
	(MSB)
	Parameter List Length
	(LSB)

	８
	
	
	

	９
	Control(0)


DBDビットが0の場合、モードセンスデータの中でブロック記述子を返す。1の場合ブロック記述子を返さない。

PCフィールドは返されるモードページパラメータ値の種類を定義する。カメラは03b（セーブド値）をサポートしない。

PCフィールド

	コード
	パラメータタイプ

	00b
	現在値

	01b
	可変値

	02b
	デフォルト値


Page Codeフィールドは返すページを指定する。3Fhを指定した場合、ページ00hを除く全てのモードページを昇順に返す。

本コマンドは以下の場合、CHECK CONDITIONステータスで終了する。

· Logical Unit Numberが0でない場合

センスキー

ILLEGAL REAUEST

追加センスコード
LOGICAL UNIT NOT SUPPORTED

· Logical Unit Number以外の0指定ビットが0でないまたは場合

センスキー

ILLEGAL REQUEST

追加センスコード
INVALID FIELD IN CDB

· PCフィールドが03b（セーブド値）の場合

センスキー

ILLEGAL REQUEST

追加センスコード
SAVING PARAMETER NOT SUPPORTED

· カード交換後のユニットアテンション状態時

センスキー

UNIT ATTENTION

追加センスコード
NOT READY TO READY TRANSITION MEDIA CHANGED

· 未対応のページを指定された場合

センスキー

ILLEGAL REQUEST

追加センスコード
INVALID FIELD IN PARAMETER LIST

5.1.5. MODEパラメータ

カメラがサポートするモードパラメータを以下に示す。

5.1.5.1. MODEパラメータヘッダ

MODEパラメータヘッダ（6Byte長コマンド）

	bit

Byte
	７
	６
	５
	４
	３
	２
	１
	０

	０
	Mode Data Length

	１
	Media Type(0)

	２
	Device-Specific Parameter(0)

	３
	Block Descriptor Length


MODEパラメータヘッダ（10Byte長コマンド）

	bit

Byte
	７
	６
	５
	４
	３
	２
	１
	０

	０
	Mode Data Length

	１
	

	２
	Media Type(0)

	３
	Device-Specific Parameter(0)

	４
	Rserved(0)

	５
	

	６
	Block Descriptor Length

	７
	


Mode Data LengthはMode Selectコマンドを使用する場合Mode Data LengthフィールドはReservedとなる。

Block Descriptor Lengthは、本装置では0または8とする。

5.1.5.2. MODEパラメータブロック記述子

MODEパラメータブロック記述子

	bit

Byte
	７
	６
	５
	４
	３
	２
	１
	０

	０
	Density Code(0)

	１
	Number Of Blocks

	２
	

	３
	

	４
	Reserved(0)

	４
	Block Length(0x0000200)

	５
	

	６
	

	７
	


Number Of Blocksフィールドはメディアのブロック数を設定する。

5.1.5.3. Read-Write Error Recoveryページ

Read-Write Error Recoveryページ

	bit

byte
	７
	６
	５
	４
	３
	２
	１
	０

	０
	PS(0)
	Rsvd(0)
	Page Code(01h)

	１
	Page Length(0Ah)

	２
	Error Recovery Parameters

	
	AWRE

(0)
	Reserved
(0)
	RC

(0)
	Reserved(0)
	PER

(0)
	Reserved(0)
	DCR

(0)

	３
	Read Retry Count

	４-７
	Reserved(0)

	８
	Write Retry Count

	９-11
	Reserved(0)


Read Retry Countは読み出し操作失敗時のリトライ回数を指定する。デフォルト値は01hとする。

Write Retry Countは書きこみ操作失敗時のリトライ回数を指定する。デフォルト値は01hとする。

5.1.6. PREVENT–ALLOW MEDIUM REMOVALコマンド

本コマンドはメディア取り外しの許可、禁止を通知する。

カメラはメディア取り外し禁止を指定された場合エラー終了する。

PREVENT ALLOW MEDIUM REMOVAL Command

	bit

Byte
	７
	６
	５
	４
	３
	２
	１
	０

	０
	Operation Code(1Eh)

	１
	Logical Unit Number(0)
	Reserved(0)

	２
	Reserved(0)

	３
	Reserved(0)

	４
	Reserved(0)
	Prevent(0)

	５
	Control(0)


本コマンドは以下の場合、CHECK CONDITIONステータスで終了する。

· Logical Unit Numberが0でない場合

センスキー

ILLEGAL REAUEST

追加センスコード
LOGICAL UNIT NOT SUPPORTED

· Logical Unit Number以外の0指定ビットが0でない場合

センスキー

ILLEGAL REQUEST

追加センスコード
INVALID FIELD IN CDB

· カード交換後のユニットアテンション状態時

センスキー

UNIT ATTENTION

追加センスコード
NOT READY TO READY TRANSITION MEDIA CHANGED

5.1.7. READ(10)、READ(12)コマンド

本コマンドはデバイスからホストへデータ転送をする。このとき指定された論理ブロックに書き込まれた最新のデータ値が転送される。

READ(10) Command

	bit

Byte
	７
	６
	５
	４
	３
	２
	１
	０

	０
	Operation Code(28h)

	１
	Logical Unit Number(0)
	DPO(0)
	FUA(0)
	Reserved(0)
	RelAdr

(0)

	２
	(MSB)
	Logical Block Address(0)
	(LSB)

	３
	
	
	

	４
	
	
	

	５
	
	
	

	６
	Reserved(0)


	７
	(MSB)
	Transfer Length(転送するLogical Blockの数)
	(LSB)

	８
	
	
	

	９
	Control(0)


READ(12) Command

	bit

Byte
	７
	６
	５
	４
	３
	２
	１
	０

	０
	Operation Code(A8h)

	１
	Logical Unit Number(0)
	DPO(0)
	FUA(0)
	Reserved(0)
	RelAdr

(0)

	２
	(MSB)
	Logical Block Address(0)
	(LSB)

	３
	
	
	

	４
	
	
	

	５
	
	
	

	６
	(MSB)

	７
	Transfer Length(転送するLogical Blockの数)

	８
	

	９
	(LSB)

	10
	Reserved(0)

	11
	Control(0)


Logical Block Addressは書き込みを開始する論理ブロックアドレスを指定する。

Transfer Lengthは転送されるデータの論理ブロック数を指定する。0の場合転送される論理ロックが無いことを示す。

本コマンドは以下の場合、CHECK CONDITIONステータスで終了する。

· Logical Unit Numberが0でない場合

センスキー

ILLEGAL REAUEST

追加センスコード
LOGICAL UNIT NOT SUPPORTED

· Logical Unit Number以外の0指定ビットが0でない場合

センスキー

ILLEGAL REQUEST

追加センスコード
INVALID FIELD IN CDB

· カード交換後のユニットアテンション状態時

センスキー

UNIT ATTENTION

追加センスコード
NOT READY TO READY TRANSITION MEDIA CHANGED

· カード初期化中

センスキー

NOT READY

追加センスコード
LOGICAL DRIVE NOT READY - BECOMING_READY

· カード無し、イジェクト待ち状態、バッテリ動作不可の場合

センスキー

NOT READY

追加センスコード
MEDIUM NOT PRESENT

· Logical Block Addressが範囲外

センスキー

ILLEGAL REQUEST

追加センスコード
LOGICAL BLOCK ADDRESS OUT OF RANGE

· 読み出し操作失敗

センスキー

MEDIUM ERROR

追加センスコード
UNRECOVERED READ ERROR

5.1.8. READ CAPACITYコマンド

このコマンドは論理ユニットの容量に関する情報をイニシエータに提供する。

カメラはカードの容量に関する情報をホストへ送信する。

READ CAPACITY Command

	bit

Byte
	７
	６
	５
	４
	３
	２
	１
	０

	０
	Operation Code(25h)

	１
	Logical Unit Number(0)
	Reserved(0)
	RelAdr

(0)

	２
	(MSB)
	Logical Block Address(0)
	(LSB)

	３
	
	
	

	４
	
	
	

	５
	
	
	

	６
	Reserved(0)

	７
	Reserved(0)

	８
	Reserved(0)
	PMI(0)

	９
	Control(0)


READ CAPACITY Data Format

	bit

Byte
	７
	６
	５
	４
	３
	２
	１
	０

	０-３
	Last Logical Block Address(例0x0000F7FF)

	４-７
	Block Length In Bytes(例0x00000200)


本コマンドは以下の場合、CHECK CONDITIONステータスで終了する。

· Logical Unit Numberが0でない場合

センスキー

ILLEGAL REAUEST

追加センスコード
LOGICAL UNIT NOT SUPPORTED

· Logical Unit Number以外の0指定ビットが0でない場合

センスキー

ILLEGAL REQUEST

追加センスコード
INVALID FIELD IN CDB

· カード交換後のユニットアテンション状態時

センスキー

UNIT ATTENTION

追加センスコード
NOT READY TO READY TRANSITION MEDIA CHANGED

· カード初期化中

センスキー

NOT READY

追加センスコード
LOGICAL DRIVE NOT READY - BECOMING_READY

· カード無し、イジェクト待ち状態、バッテリ動作不可の場合

センスキー

NOT READY

追加センスコード
MEDIUM NOT PRESENT

5.1.9. REQUEST SENSEコマンド

本コマンドはセンスデータをホストへ送信する。

REQUEST SENSE Command

	bit

Byte
	７
	６
	５
	４
	３
	２
	１
	０

	０
	Operation Code(03h)

	１
	Logical Unit Number(0)
	Reserved(0)

	２
	Reserved(0)

	３
	Reserved(0)

	４
	Allocation Length(MSB)

	５
	Control(0)


REQUEST SENSE Data Format

	bit

Byte
	７
	６
	５
	４
	３
	２
	１
	０

	０
	Valid

(0:Informationは無効)
	Error Code(0x70h)

	１
	Reserved(0)

	２
	Reserved(0)
	SenseKey

	３
	(MSB)
	Information(0)
	(LSB)

	４
	
	
	

	５
	
	
	

	６
	
	
	

	７
	Additional Length(0x0A:追加データ長は10byte)

	８
	Reserved(0)

	９
	Reserved(0)

	10
	Reserved(0)

	11
	Reserved(0)

	12
	Additional Sense Code

	13
	Additional Sense Code Qualifier

	14
	Reserved(0)

	15
	Reserved(0)

	16
	Reserved(0)

	17
	Reserved(0)


ユニットアテンション状態時に本コマンドを正常終了した（ユニットアテンション状態の報告を成功した）場合、カメラはユニットアテンション状態をクリアする。

本コマンドは以下の場合、CHECK CONDITIONステータスで終了する。

· Logical Unit Numberが0でない場合

センスキー

ILLEGAL REAUEST

追加センスコード
LOGICAL UNIT NOT SUPPORTED

· Logical Unit Number以外の0指定ビットが0でない場合

センスキー

ILLEGAL REQUEST

追加センスコード
INVALID FIELD IN CDB

以下にセンスデータの一覧を示す。SKはセンスキー、ASC、ASCQは追加センスコードを表す。

	SK
	ASC
	ASCQ
	Content
	Command
	Comment

	0
	00
	00
	NO ADDITIONAL SENSE INFORMATION
	全コマンド
	エラーなし

	2
	04
	01
	LOGICAL DRIVE NOT READY - BECOMING READY
	INQUIRY、Request Sense以外のコマンド
	CF初期化中

	2
	3A
	00
	MEDIUM NOT PRESENT
	INQUIRY、REQUEST SENSE、Mode Sense、Mode Select、Prevent Allow Medium Removal以外のコマンド
	CFカードが挿入されていない

イジェクト待ち状態

バッテリ動作不可状態

	3
	03
	00
	WRITE FAULT
	VERIFY、WRITE(10), WRITE(12), WRITE AND VERIFY
	CFカードの書き込みが失敗

	3
	11
	00
	UNRECOVERED READ ERROR
	VERIFY、READ(10), READ(12)
	CFカードの読みが失敗

	4
	44
	00
	INTERNAL

TARGET FAILURE
	全コマンド
	ハードウェアエラーが発生

	5
	1A
	00
	PARAMETER LIST LENGTH ERROR
	データアウトフェーズまたはデータインフェーズを持つコマンド
	パラメータ長が不正

	5
	20
	00
	INVALID COMMAND OPERATION CODE
	サポート外のコマンド
	カメラがサポートしないOperationCode

	5
	21
	00
	LOGICAL BLOCK ADDRESS OUT OF RANGE
	LOGICAL BLOCK ADDRESSを指定するコマンド
	範囲外の論理ブロックアドレスを指定

	5
	24
	00
	INVALID FIELD IN CDB
	全コマンド
	CDBが不正

	5
	25
	00
	LOGICAL UNIT NOT SUPPORTED
	全コマンド
	論理ユニット番号が0以外

	5
	26
	00
	INVALID FIELD IN PARAMETER LIST
	データアウトフェーズを持つコマンド
	パラメータデータが不正

	5
	26
	01
	PARAMETER NOT SUPPORTED
	データアウトフェーズを持つコマンド
	指定された値がサポートされない

	5
	26
	02
	PARAMETER VALUE INVALID
	データアウトフェーズを持つコマンド
	指定された値は不正である

	5
	39
	00
	SAVING PARAMETERS NOT SUPPORTED
	MODE SELECT
	パラメータ保存をサポートしていないページでパラメータ保存を指定された

	6
	28
	00
	NOT READY TO READY TRANSITION – MEDIA CHANGED
	―――
	CFカードが交換された


5.1.10. START STOP UNITコマンド

本コマンドはメディアアクセス動作を可能、不可にする。本コマンドはメディアの種類とライトプロテクト状態を更新するために使用される。

カメラは本コマンドによる指示に関係なくカードアクセス可能な場合常にアクセスを許可する。

START-STOP UNIT Command

	bit

Byte
	７
	６
	５
	４
	３
	２
	１
	０

	０
	Operation Code(1Bh)

	１
	Logical Unit Number(0)
	Reserved(0)
	IMMED

(0)

	２
	Reserved(0)

	３
	Reserved(0)

	４
	Reserved(0)
	LoEj
	Start

	５
	Control(0)


LoEj = 1, Start = 0の場合、カメラは以降「イジェクト待ち」状態となりカード無しと同様の動作をする。それ以外の場合何もせずコマンドを正常終了する。 

本コマンドは以下の場合、CHECK CONDITIONステータスで終了する。

· Logical Unit Numberが0でない場合

センスキー

ILLEGAL REAUEST

追加センスコード
LOGICAL UNIT NOT SUPPORTED

· Logical Unit Number以外の0指定ビットが0でない場合

センスキー

ILLEGAL REQUEST

追加センスコード
INVALID FIELD IN CDB

· カード交換後のユニットアテンション状態時

センスキー

UNIT ATTENTION

追加センスコード
NOT READY TO READY TRANSITION MEDIA CHANGED

· カード初期化中

センスキー

NOT READY

追加センスコード
LOGICAL DRIVE NOT READY - BECOMING_READY

· カード無し、イジェクト待ち状態、バッテリ動作不可の場合

センスキー

NOT READY

追加センスコード
MEDIUM NOT PRESENT

5.1.11. TEST UNIT READYコマンド

本コマンドはデバイスが動作可能な状態かをチェックする。

TEST UNIT READY Command

	bit

Byte
	７
	６
	５
	４
	３
	２
	１
	０

	０
	Operation Code(00h)

	１
	Logical Unit Number(0)
	Reserved(0)

	２
	Reserved(0)

	３
	Reserved(0)

	４
	Reserved(0)

	５
	Control(0)


本コマンドは以下の場合、CHECK CONDITIONステータスで終了する。

· Logical Unit Numberが0でない場合

センスキー

ILLEGAL REAUEST

追加センスコード
LOGICAL UNIT NOT SUPPORTED

· Logical Unit Number以外の0指定ビットが0でない場合

センスキー

ILLEGAL REQUEST

追加センスコード
INVALID FIELD IN CDB

· カード交換後のユニットアテンション状態時

センスキー

NOT READY

追加センスコード
MEDIUM NOT PRESENT

またユニットアテンション状態はクリアする。

· カード初期化中

センスキー

NOT READY

追加センスコード
LOGICAL DRIVE NOT READY - BECOMING_READY

· カード無し、イジェクト待ち状態、バッテリ動作不可の場合

センスキー

NOT READY

追加センスコード
MEDIUM NOT PRESENT

5.1.12. VERIFYコマンド

本コマンドはメディアのベリファイをデバイスに要求する

カメラは実際にはベリファイを処理をおこなわなずにコマンドを終了する。

VERIFY Command

	bit

Byte
	７
	６
	５
	４
	３
	２
	１
	０

	０
	Operation Code(2Fh)

	１
	Logical Unit Number(0)
	DPO(0)
	Reserved(0)
	ByteChk

(0)
	RelAdr

(0)

	２
	(MSB)

	３
	Logical Block Address(0)

	４
	

	５
	(LSB)

	６
	Reserved(0)

	７
	(MSB)
	Verification Length(LSB)
	(LSB)

	８
	
	
	

	９
	  Control(0)


Logical Block Addressはベリファイを開始する論理ブロックアドレスを指定する

Verification Lengthはベリファイされるデータのロジカルブロックの数を指定する。0はベリファイされる論理ブロックが無いことを示す。

本コマンドは以下の場合、CHECK CONDITIONステータスで終了する。

· Logical Unit Numberが0でない場合

センスキー

ILLEGAL REAUEST

追加センスコード
LOGICAL UNIT NOT SUPPORTED

· Logical Unit Number以外の0指定ビットが0でない場合

センスキー

ILLEGAL REQUEST

追加センスコード
INVALID FIELD IN CDB

· カード交換後のユニットアテンション状態時

センスキー

UNIT ATTENTION

追加センスコード
NOT READY TO READY TRANSITION MEDIA CHANGED

· カード初期化中

センスキー

NOT READY

追加センスコード
LOGICAL DRIVE NOT READY - BECOMING_READY

· カード無し、イジェクト待ち状態、バッテリ動作不可の場合

センスキー

NOT READY

追加センスコード
MEDIUM NOT PRESENT

· Logical Block Addressが範囲外

センスキー

ILLEGAL REQUEST

追加センスコード
LOGICAL BLOCK ADDRESS OUT OF RANGE

5.1.13. WRITE(10)、WRITE(12)コマンド

本コマンドはホストから転送されるデータのメディアへの書き込みをデバイスに要求する。

WRITE(10) Command

	bit

Byte
	７
	６
	５
	４
	３
	２
	１
	０

	０
	Operation Code(2Ah)

	１
	Logical Unit Number(0)
	DPO(0)
	FUA(0)
	Reserved(0)
	RelAdr

(0)

	２
	(MSB)

	３
	Logical Block Address(0)

	４
	

	５
	(LSB)

	６
	Reserved(0)

	７
	(MSB)
	Transfer Length
	(LSB)

	８
	
	
	

	９
	Control(0)


WRITE(12) Command

	bit

Byte
	７
	６
	５
	４
	３
	２
	１
	０

	０
	Operation Code(AAh)

	１
	Logical Unit Number(0)
	DPO(0)
	FUA(0)
	Reserved(0)
	RelAdr

(0)

	２
	(MSB)

	３
	Logical Block Address(0)

	４
	

	５
	(LSB)

	６
	(MSB)

	７
	Transfer Length(転送するLogical Blockの数)

	８
	

	９
	(LSB)

	10
	Reserved(0)

	11
	Control(0)


Logical Block Addressは書き込みを開始する論理ブロックアドレスを指定する。

Transfer Lengthは転送されるデータの論理ブロック数を指定する。0の場合転送される論理ブロックが無いことを示す。

本コマンドは以下の場合、CHECK CONDITIONステータスで終了する。

· Logical Unit Numberが0でない場合

センスキー

ILLEGAL REAUEST

追加センスコード
LOGICAL UNIT NOT SUPPORTED

· Logical Unit Number以外の0指定ビットが0でない場合

センスキー

ILLEGAL REQUEST

追加センスコード
INVALID FIELD IN CDB

· カード交換後のユニットアテンション状態時

センスキー

UNIT ATTENTION

追加センスコード
NOT READY TO READY TRANSITION MEDIA CHANGED

· カード初期化中

センスキー

NOT READY

追加センスコード
LOGICAL DRIVE NOT READY - BECOMING_READY

· カード無し、イジェクト待ち状態、バッテリ動作不可の場合

センスキー

NOT READY

追加センスコード
MEDIUM NOT PRESENT

· Logical Block Addressが範囲外

センスキー

ILLEGAL REQUEST

追加センスコード
LOGICAL BLOCK ADDRESS OUT OF RANGE

· 書きこみ操作失敗

センスキー

MEDIUM ERROR

追加センスコード
WRITE FAULT

5.1.14. WRITE AND VERIFYコマンド

本コマンドはホストから転送されるデータのメディアへの書き込みをデバイスに要求する。

データが正しく書き込まれたかベリファイする。

カメラは実際にはWRITE操作をおこなうのみでベリファイをしないで終了する。

WRITE AND VERIFY Command

	bit

Byte
	７
	６
	５
	４
	３
	２
	１
	０

	０
	Operation Code(2Eh)

	１
	Logical Unit Number(0)
	DPO(0)
	Reserved(0)
	ByteChk

(0)
	RelAdr

(0)

	２
	(MSB)

	３
	Logical Block Address(0)

	４
	

	５
	(LSB)

	６
	Reserved(0)

	７
	(MSB)
	Transfer Length(LSB)
	(LSB)

	８
	
	
	

	９
	Control(0)


本コマンドは以下の場合、CHECK CONDITIONステータスで終了する。

· Logical Unit Numberが0でない場合

センスキー

ILLEGAL REAUEST

追加センスコード
LOGICAL UNIT NOT SUPPORTED

· Logical Unit Number以外の0指定ビットが0でない場合

センスキー

ILLEGAL REQUEST

追加センスコード
INVALID FIELD IN CDB

· カード交換後のユニットアテンション状態時

センスキー

UNIT ATTENTION

追加センスコード
NOT READY TO READY TRANSITION MEDIA CHANGED

· カード初期化中

センスキー

NOT READY

追加センスコード
LOGICAL DRIVE NOT READY - BECOMING_READY

· カード無し、イジェクト待ち状態、バッテリ動作不可の場合

センスキー

NOT READY

追加センスコード
MEDIUM NOT PRESENT

· Logical Block Addressが範囲外

センスキー

ILLEGAL REQUEST

追加センスコード
LOGICAL BLOCK ADDRESS OUT OF RANGE

· 書きこみ操作失敗

センスキー

MEDIUM ERROR

追加センスコード
WRITE FAULT
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